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        CLINICAL EXPERIENCES OF "AP-2 GRANULE" 
              IN THE UROLOGICAL FIELD 
 Osamu NATSUME and Syunzo KAWAMURA 
        From the Urological Clinic, Tohoku University School of Medicine, Sendai 
                          (Director Prof. S. Shishito) 
   A new synthetic analgesic "AP-2 Granule" was given to a total of 60 patients with 
various painful urological diseases. 
   It was found that the drug has a remarkable analgetic effects and is a useful drug in 
the field of urology.
1緒 言
泌尿器科的疾患ではしばしば高度の疹痛或い


















経験 される疹痛症例に対 して投与 し,極めて満
足すべき結果を得たのでここに報告する.
aAP-2穎 粒の化学的性状
AP-2は 化 学 的 に は1,4-Bis〔(2-rnethoxy-4-n-
propylphenoxy)acetyl〕-piperazineであ り,次 に
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術7例,精 管結紮術6例,除 睾術4例,カ ルンクルス
切除術2例,綾 孔掻孤術1例,計20例につ い て 術前
6,5,3,2,1時 間及び術直後にAP-2穎粒0.2

































































































































右 腎結 石 症「










左 腎 結 核
右腎結石症
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表4.AP-2穎粒の疹痛に対する効果
腰痛及び排尿痛





















































































トロピンなどアルカロイ ド類鎮痛剤 は呼 吸 抑















など好 ましくない副作用が高率に示 され て い




注意 しなければならない.即 ちアルカロイ ド鎮
痛剤は古 くから用い られ,疹 痛には卓効を示す
が,習 慣性,耽 溺性が問題となり,又非アルカ
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ロイ ド鎮痛剤 もかな りの鎮痛効果 が 得 ら れ る
が,一 面 では前述 した ような欠点 もあ る.こ う
した ことか ら毒性が少 な く,し か も鎮 痛効果 の
強力 な鎮痛剤 の発見が要望 され てい るが,最 近
合成鎮痛剤AP-2穎 粒が発見 され,術 後疹痛 に
93%,各種神経痛 に63～80%,腰痛症 に63%,
癌性疹痛 に83%と著 明な鎮痛効果 の得 られ た こ
とが報告 され てい る10)1我々 も泌尿器科 的に経
験 され る疹痛60例についてAP-2穎 粒 を投与
し,そ の鎮痛作 用を観察 したが,腰 痛及 び排尿
痛 においては80.9%に,又検査後痺痛 におい て
は100%に,更 に術後痙痛 において は局麻時 で
は85.0%に,腰麻時 では77.8%に,全麻時 では
50.0%に鎮痛効果が認 め られた.即 ちAP-2穎
粒投与60例中著 効 と認め られた ものが45.0%,
有 効 と認め られた ものが36.7%,計81.7%で,
無効 は僅か18.3%であ り,又 中で も腰痛及 び排
尿 痛,検 査 後疹 痛,局 麻手術後の痺痛な どに対
しては著効 を示 し,更 に副作 用 も殆ん ど認め ら
れ ず,従 つて落 痛を伴 う検査,小 手術な どにお
いて施行前3～6時 間に投与 しておけば極 めて
強 力な鎮痛作用 を示 す ことが判 明 した.
VI結 語
我 々は新合成鎮痛 斉ljAP-2穎粒 を泌尿器科的
に経験 され る腰痛及 び排尿痛21例,検 査後疹痛
6例,術 後痺痛33例,計60例に投与 し,その鎮痛
作用 につ いて観察 したが次 の如 き結果を得た.
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